


山口県出身。立命館大学理工学部卒。

在学中はアントレプレナーシップ教育プログラムに参加。

日本 IBMに入社しSEとして多数のプロジェクトで設計・構築・運用、アーキテクトとし

て ITロードマップ作成や提案活動に従事。

株式会社マビソルを設立し代表取締役に就任。

主に中小企業に対するビジネス及びシステムコンサルティング業務を行う。

2019年9月当社COOに就任。2022年11月から当社代表取締役社長に就任。

趣味は自転車とランニング。

松島 敏幸

株式会社やまとごころキャリア

代表取締役社長



2007

やまとごころ創業

日本初のインバウンド総合情報サイト

「やまとごころ.jp」開始

2008

インバウンド
コンサルティング

開始

2009

インバウンド

教育研修事業開始

2012

株式会社「やまとこごろ」設立

2014

日本初のインバウンド専用求人サイト

「やまとごころキャリア」設立

日本初のインバウンド入札情報サービス

「入札navi」提供開始

2017

2022

2019

株式会社「やまとごころキャリア」として分社化

2021

出版レーベル

「やまとごころBOOK」を開始

やまとごころキャリア

https://www.yamatogokorocareer.jp/




観光・インバウンド専門の求人サイト「やまとごころキャリア」では、

これまでに1000社を超える観光関連事業者様の採用を支援して参りました。

また現在40,000人以上の求職者会員様にご活用いただいております。



人材市場の今



東京都の最低賃金 

1,226円

令和7年10月3日から

前年1,163円から63円アップ



賃金について 

出典：やまとごころ「人材採用に関する調査・企業アンケート（2025年9月）」

観光業の給与水準が低すぎるため、

他業種に流れてしまう

地方であるがゆえに

相対的に賃金が低い



人手不足の状況＜全業界＞

出典：帝国データバンク「人手不足に対する企業の動向調査（2025年10月）」



人手不足の状況＜全業界＞

出典：帝国データバンク「人手不足に対する企業の動向調査（2025年10月）」



観光事業者の人材課題 

出典：やまとごころ「人材採用に関する調査・企業アンケート（2025年9月）」



採用活動の課題 

出典：やまとごころ「人材採用に関する調査・企業アンケート（2025年9月）」



▼採用課題解決ガイド ダウンローページ

https://recruit.yamatogokorocareer.jp/?p=8995 
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1. 他の業務との兼業のため、採用活動に割く時間が足りない

2. 応募者への返信や面接調整に時間がかかり、対応が遅れがちだ

3. 応募が多すぎて、対応しきれていない

4. 求人を出しても、応募がほとんど来ない

5. 良い求人票の書き方が分からない

6. 他社と比較して、給与等の待遇が悪い

7. 応募はそこそこあるが、求める人材からの応募が少ない

8. 選考時に職場見学などの機会を設けていない

9. スカウト機能を使ったことがない

10. 選考中に辞退されることが多い

11. 内定を出しても、辞退されることがある

12. 応募から内定までの期間が1カ月以上かかっている

13. 求人票や面接で仕事の良い面ばかりを伝えている

14. 入社した人が早期に辞めてしまうことがある

15. 入社後のオンボーディング（研修制度など）が整っていない

16. 求人広告費が年々増加している

17. 採用に十分なコストをかけられない

18. 社員からの紹介制度（リファラル採用）を導入していない

採用課題自己診断チェックシート

応募が集まらない

入社後の定着率が悪い



入社後の定着率が低い応募が集まらない 



求人を出しても応募がない、あるいは応募が来ても希望する人材像と合わない。

この課題は、求人情報がターゲット層に届いていないか、そもそも求人情報が魅力的でない場合に発生します。

課題の背景

応募が集まらない

解決策 

• 求人媒体の見直し

• 求人票の見直し

• 応募要件の見直し

• 待遇の見直し

• ブルーオーシャン人材の活用



求職者心理を理解した採用活動



この求人で貴社の魅力が伝わりますか？

求人タイトル フロントスタッフを募集

仕事内容
・チェックイン・チェックアウト業務

・問い合わせ対応

応募要件
・学歴不問

・経験者優遇

勤務地 ○○県○○町

勤務時間 シフト制

休日 週休2日

給与 月給25万円～

福利厚生 社会保険完備、交通費支給

必要応募書類 履歴書、職務経歴書



求人票作成の心構え

・求人票は企業と求職者とのファーストコンタクトとなる、非常に重要な

要素。求職者に「応募したい」と思わせることが必要。

・特に同業他社との違い、自社ならではのアピールポイントを求人票上で

表現することが必要。

・働いているイメージが湧き「自分にもできそう」と思わせるために、仕

事内容や求める人物像などはできるだけ具体的に記載する。

・虚偽の内容や労働条件などの誇張はNG。入社後のトラブルやミスマッ

チにも繋がります。



PV数が1.8倍、応募数が3.1倍に増えた改善事例

＜改善ポイント＞

・タイトルに「企画」を追加

・求人票上部に「会社説明」と「募集ポジションの概要」を追加

・業務内容をより具体的にし、見やすい形に変更

・キャリアステップを追記

・求める人材像は「必須要件」と「歓迎要件」を分けて、より具体的な内容に変更

・住所は番地まで記載、アクセス情報も追記

・残業に関するコメントを追記

・給与は「上限額」や「賞与」「昇給」など詳細を追記

・選考の流れを追記



求人票作成時のチェックポイント

 タイトルに募集職種名とアピールポイントが含まれているか？

 求人票上部に自社の特徴やアピールポイントが書かれているか？

 仕事内容は具体的に書かれているか？

 求める人物像は具体的に書かれているか？

（必須要件/歓迎要件/人物像を分けるとよい）

 働くイメージがつく画像を使用しているか？

 NG表現（性別・年齢・人種などを差別する表現）は含まれていないか？

⇒ターゲット目線で見直した時に「応募したい」と思える求人票ですか？



転職する場合の希望業界調査

［2025年9月調査］ 

調査対象者

調査の時期

調査方法

やまとごころキャリア登録会員約35,000名

2025年9月3日(水)～ 2025年9月10日(水)

WEB上のアンケートフォームより入力

回答者数 224名

52.7% 44.2% 3.1%

「観光業界」

を希望する

「観光業界」以外

を希望する

今後転職する

予定は一切ない



転職する場合の希望業界調査（2021年～2025年の推移） 
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転職する場合の希望業界調査 ［2025年9月調査］ 

52.7%

「観光業界」

を希望する

順位 観光業界を希望する理由（複数回答） 回答率

1 これまでに観光業界で働いた経験を活かしたいから 52.5%

2 仕事内容が魅力的だから 50.8%

3 グローバルな環境で働きたいから 50.0%

4 やりがいのある仕事だから 45.8%

5 観光業は将来性のある業界だから 24.6%

6 社会的意義のある仕事だから 22.9%

7 観光系の学問を学んでいる、もしくは学んでいたから 21.2%

8 ダイバーシティのある（性別・年齢・国籍などに関わらず働きやすい）業界だから 21.2%

9 他業界でゼロからスタートするのが不安だから 6.8%

10 収入面が自身の希望と合っているから 3.4%



・地方創生

・社会貢献

・企画

・在宅勤務

・副業可

・服装自由

若い世代の求職者に刺さりやすいキーワード

⇒ターゲットに刺さりやすいキーワードを求人票の中に盛り込んでいく！



転職する場合の希望業界調査 ［2025年9月調査］ 

44.2%

「観光業界」以外

を希望する

順位 観光業界を希望しない理由（複数回答） 回答率

1 土日や長期休暇に休みが取れないから 40.4%

2 給与が低いから 30.3%

3 シフト制で労働時間が不安定だから 29.3%

4 拘束時間が長いから 29.3%

5 コロナなどの影響を受けやすい業界だから 21.2%

6 他に目指している業界があるから 18.2%

7 仕事内容に魅力を感じないから 7.1%

8 希望する職種がないから 6.1%

9 将来性がない業界だと思うから 5.1%

10 成長の機会がないから 5.1%



社内制度をアピールする 

・週休3日の制度 

・研修制度 

・母子寮付保育園の設置

・地域研修合宿、社員研修ツアー  

・ワーケーション制度

・資格取得支援 

・評価制度

・MVP/社員表彰 



早期離職は、採用コストの無駄だけでなく、残された社員の負担増、士気低下にもつながります。

入社前後のギャップや、入社後のフォローが不足していることが主な原因です。

課題の背景

入社後の定着率が低い

解決策 

• 求人や面接で良い面だけでなく、厳しい面も伝える

• オンボーディングプログラムの導入

• 評価制度とキャリアパスの明確化

• 離職理由を分析する





▼採用課題解決ガイド ダウンローページ

https://recruit.yamatogokorocareer.jp/?p=8995 
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